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【授業の概要・ねらい】

小・中学校の不登校児童生徒数は、2022年度に全国で約30万人、児童生徒1,000人当たりの不登校児童生徒数は31.7人に達し、10年連続

で増加し、過去最多を更新した。それにともない、保護者や教師を中心に、その適切な対応の仕方について思い悩む人の数も大きく増加

している。加えて、8050問題など、成人期以降の引きこもりなどについても社会問題化している。この授業では、小学生から成人までの

不登校や引きこもりに対する理解を深めるとともに、教員、サポートする市民、行政などの関係者の生の声や取り組みに触れることを通

して、当事者への理解を深め、支援の受け方や仕方について、学び、実践し、支援を必要とする方々への支援につながる力を身につける

ことを目的としている。

【授業計画】

第１回 オリエンテーション・不登校・ひきこもりの現在

長年第一線で取り組んできた専門家と実践家が、パネルディスカッション形式で現状や課題を明らかにします。

和歌山大学教育学部 山﨑 由可里教授，和歌山大学教育学部 舩越 勝教授

ゲストスピーカー：和歌山大学 堀内 秀雄元副学長 秋桜高等学校 浦田 直樹教諭

第２回 学級における不登校の子どもの理解と支援－居場所づくりをめざして－

不登校の子どもにとって、まず学級を安心できる居場所にするにはどうするか考えていきます。

和歌山大学教育学部 舩越 勝教授

ゲストスピーカー：京都市立大原小中学校教諭 澤田 樹教諭

第３回 不登校・ひきこもりに至る心理的プロセスと背景

子どもがなぜ、学校に行きたがらなくなったり、ひきこもったりするのかを、臨床心理学の側面からひも解きます。

和歌山大学教育学部 則定 百合子准教授

ゲストスピーカー：岸和田市教育委員会 指導主事

第４回 不登校・ひきこもり支援と地域社会・社会教育

不登校・ひきこもりの支援について地域社会は何ができるのかを、社会教育の視点から検討します。

和歌山大学教育学部 山﨑 由可里教授，紀伊半島価値共創基幹 村田 和子非常勤講師

ゲストスピーカー：共同作業所エルシティオ 「えびとおはぎ」 具路 康平氏

第５回 大学生のひきこもりの原因とその対処について

大学生の不登校・ひきこもりの実態とその対応の仕方について、実例を交えてお話しします。

和歌山大学 キャンパスライフ・健康支援センター 副センター長 森 麻友子准教授

ゲストスピーカー：公認心理士 上安 涼子氏

第６回 不登校・ひきこもりから歩き出すとき

これまでの講義を振り返るとともに、不登校やひきこもりの先に、どんな一歩を踏み出す支援ができるかを考えます。

和歌山大学教育学部 北岡 大輔講師

ゲストスピーカー：和歌山県立紀北支援学校 中村 知樹教諭

【到達目標】

・社会問題としての不登校やひきこもりの背景と現状について、説明することができる。

・ケースに合わせて、不登校やひきこもりの当事者に対する理解・支援を具体例とともに提案することができる。

【成績評価の方法・基準(学部生のみ)】

授業ごとの目標に対する達成度評価を基本とし、授業の関わり方・課題への取り組み方などを含めた総合評価を行う。

【教科書・参考書・参考文献】

武田鉄郎(2017)「発達障害の子どもの「できる」を増やす提案・交渉型アプローチ：叱らないけど譲らない支援」学研

【履修上の注意・メッセージ】

授業テーマに関連する社会的な出来事に関心を持ち、情報収集、理解に努めてください。

【履修する上で必要な事項】

配当された授業を受講し、積極的に参加すること。

【授業時間外学修についての指示】

事前・事後学習については、その都度連絡する。

【授業理解を深める方法】

次の図書を事前に入手し、読んでおくと理解が深まる。

武田鉄郎編著(2017)発達障害の子どもの「できる」を増やす提案・交渉型アプーチ－叱らないけど譲らない支援．学研

第５回：６月１日㈯ 13：00～17：00第２回：４月27日㈯ 13：00～17：00

第４回：５月18日㈯ 13：00～17：00第１回：４月13日㈯ 13：00～17：00

実施日・時間

山﨑 由可里、 舩越 勝、 則定 百合子、 森 麻友子、 北岡 大輔、 村田 和子担 当 教 員

講義授業形態２ (学部生のみ)単 位 数

不登校・ひきこもりと向き合う －居場所づくりと歩き出すための支援について－

(Facing SchoolAbsenteeism andWithdrawal：Helping People to Find aPlaceand Start Walking)

授業科目名

(英語表記)

学部開放科目区 分岸和田サテライト開 講

第６回：６月８日㈯ 13：00～17：00第３回：５月11日㈯ 13：00～17：00

－13－


